
Manami Suzuki

S￥5,500  A￥4,500  B￥3,500
※料金には消費税が含まれております。　
※特別割引につきましては裏面をご覧ください。
※先行販売で満席となった席種は、以降販売され

ない場合がございます。
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第12回浜松国際ピアノコンクール日本人初優勝

＜お申込み＞
ジャパン・アーツぴあ 0570-00-1212　www.japanarts.co.jp
東京オペラシティチケットセンター 03-5353-9999
チケットぴあ t.pia.jp［Ｐコード：296-750］
イープラス eplus.jp
ローソンチケット l-tike.com［Ｌコード：33752］

4月19日(土)10:00前売開始 　
ジャパン・アーツぴあ
オンラインチケット： 4月12日(土)
主催： 公益財団法人ジェスク音楽文化振興会　
マネジメント： ジャパン・アーツ　
後援： 一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会
       （ピティナ） 

P i a n o  R e c i t a l

(金)
7:00p.m. , Friday, October 31, 2025 at Tokyo Opera City Concert Hall

18:20開場/21:00終演予定

19:00開演

鈴木
愛美

2025.

10.31 東京オペラシティ コンサートホール
京王新線[初台駅･東口]に直結

シューベルト：
高雅なワルツ集 D 969 Op.77
F. Schubert: Valses nobles D 969 Op.77

フォーレ：
主題と変奏 嬰ハ短調 Op.73
G. Fauré: Theme et variations, c-sharp minor Op.73

フォーレ：
ノクターン 第6番 変ニ長調 Op.63
G. Fauré: Nocturne No.6 in D-flat major Op.63

フォーレ：
ワルツ･カプリス 第2番 変ニ長調 Op.38
G. Fauré: Valse-caprice No.2 in D-flat major Op.38

シューベルト：
ピアノ･ソナタ第18番 ト長調 D 894 Op.78

「幻想」
F. Schubert: Piano Sonata No.18 in G major D 894 Op.78 'Fantasie'

©井村重人



2024年11月、第12回浜松国際ピアノコンクール(小川典子音楽監督)にて日本人初となる第1位、および室内楽
賞、聴衆賞、札幌市長賞、ワルシャワ市長賞を受賞。
2023年、第92回日本音楽コンクールピアノ部門第1位および岩谷賞(聴衆賞)、野村賞、井口賞、河合賞、
三宅賞、アルゲリッチ芸術振興財団賞、INPEX賞受賞。第47回ピティナ･ピアノコンペティション特級グランプ
リおよび聴衆賞､あわせて、文部科学大臣賞、スタインウェイ賞受賞。
これまでに、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、セントラル愛知
交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、東京シティ･フィルハーモニック管弦楽団等と、梅田俊明、大井
剛、ユベール･スダーン、角田鋼亮、藤岡幸夫、松尾葉子各氏の指揮で共演。今後、札幌交響楽団、群馬交響
楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、富士山静岡交響楽団、オーケスト
ラ･アンサンブル金沢、名古屋フィルハーモニー交響楽団、京都市交響楽団、大阪フィルハーモニー交響
楽団、日本センチュリー交響楽団、広島交響楽団等と共演予定。

2002年大阪府生まれ。大阪府立夕陽丘高等学校音楽科を経て、東京音楽大学器楽専攻(ピアノ演奏家コース)を首席で卒業。現在、東京音楽
大学大学院修士課程に特別特待奨学生として在学中。浜松国際ピアノアカデミー、霧島国際音楽祭に参加。これまでに、稲垣千賀子、佐藤美秋、
石井理恵、仲田みずほ、橘高昌男、高田匡隆、石井克典の各氏に師事。

＜特別割引チケットのお知らせ＞ ジャパン･アーツぴあにて受付
◎シニア･チケット：
　65歳以上の方はS￥5,000・A¥4,000にてお求めいただけます。
◎車椅子の方：
　本人と付き添いの方１名までが割引になります。
　（ジャパン・アーツぴあコールセンターのみで受付）

〈次のことあらかじめご承知の上、チケットをお求めください。〉
①やむを得ない事情により、曲目・曲順等が変更になる場合がございます。
②公演中止を除き、お買い求めいただきましたチケットのキャンセル・変更等はできません。
③いかなる場合もチケットの再発行はできません。紛失等には十分ご注意ください。
④演奏中は入場できません。
⑤未就学児の同伴はご遠慮ください。また、就学児以上のお子様もご入場には1人1枚チケットが必要です。
⑥全席指定です。指定のお席でご鑑賞ください。
⑦場内での写真撮影・録音・録画・携帯電話等の使用は固くお断りいたします。
⑧ネットオークションなどによるチケットの転売は、トラブルの原因となりますのでお断りいたします。
⑨他のお客様の迷惑となる場合、主催者の判断でご退場いただく場合がございます。

　昨年の浜松国際ピアノコンクールで見事優勝に輝いた鈴木愛美。1991年創設の歴史を持つこのコンクールは、
当然ながら多くの日本人入賞者を出してきたものの、これまでひとりも優勝の栄冠には届かなかった。それだけハー
ドルの高い難関であり、昨年の鈴木愛美の日本人としての初優勝はまさに快挙といってよい。
　筆者は彼女の実演をじかに聴いたことは実はまだ多くはないのだが、その限られた機会に触れた彼女の演奏で
特に印象付けられたのはピュアな美しさである。今回改めて昨年のコンクールでの彼女の演奏映像を第１次予選か
ら本選まで視聴し、そうした印象をさらに強く抱くようになった。まず彼女の粒だった美音。濁りのない清澄な、それで
いて微妙な色の綾を生み出す音の美しさは実に魅力的である。だがそれ以上に筆者が惹かれるのは、そうした美音
から繰り出される演奏の根底に、音楽に対する純真ともいえる誠実な姿勢があることだ。そこには自己の個性をこと
さら前面に押し出したり、持ち前の技巧をひけらかしたりといった、コンクールの出演者にありがちなこれみよがしな
ところが一切ない。ひたすら純粋に作品に向かい合い、共感をもって曲の美しさをありのままに表し出そうという姿
勢が感じられる。演奏家が本来持つべき作品への謙虚な心構えを彼女は何より大切にしているようだ。おそらくコン
クールの審査員もその点を高く評価したのだろう。
　今回のリサイタルはシューベルトとフォーレの作品が並ぶが、そのうちフォーレの「ワルツ・カプリス」とシューベルト
の「ト長調ソナタ」はコンクールでも取り上げており、前者はごく自然な流れの中の高貴な煌めきが美しく、後者は
全く作為がないにもかかわらず（いや作為がないからこそ）そこに自ずと浮かび上がるロマン的叙情がすばらしかっ
た。リサイタルでもそうした彼女の美質が発揮されることだろう。謙虚に作品にアプローチする彼女の演奏に対し、
われわれも謙虚に耳を傾けたいものだ。

公益財団法人ジェスク音楽文化振興会
http://www.jesc-music.org

鈴木愛美 (ピアノ) Manami Suzuki, Piano

寺西基之（音楽評論家）
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